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たくさんの学ぶ機会
９月１１日に『思春期講座』（３年生）、１５日『「福祉・介護のお仕事出前講座』（１年生）、

２０日『消費者教育講座』（２年生）と、各学年とも『○○講座』と題して、専門家のお話を聞
く機会がありました。このほか『租税教室』『情報モラル』や『ネットトラブルに特化した講座』
など、生徒は３年間でたくさんの講座を専門家から受講することになります。もちろん、授業
においてもその話題に触れたり、事前学習や受講後の補強学習などを行っています。
日常の授業から得られるものは膨大なものがあります。加えて、本校で受講する数々の講座

と事前事後の指導も含めると、学校というところは、ほんとうに子どもたちが大人になるため
の学ぶ仕組みを備えるところなのだなと実感します。
そう考えたとき、平成２８年度の入学式で、Ｎ教育委員長さんの教育委員会告辞の言葉が蘇

ってきました。
「勉強は義務ではなく権利であり、苦労ではなく喜びであり、やらされるものではなく自ら求
めるものである。今日から学ぶ南河内第二中学校はまさに宝の山である。ただ、この宝は見よ
うと思う人にしか見えず、聞こうと思う人にしか聞こえない。機会は等しく与えられている。
しかし、それを手にするのは、自ら手を伸ばした人だけである。」
人は生涯学び続けるものであり、そこに人生の喜びが隠れていると思います。子どもたちが

「自ら手を伸ばす」ように、学びに対する意欲を育てるのが、大人の役割であると思います。

これはおすすめ私の一冊

『片づける 禅の作法』
枡野 俊明（ますの しゅんみょう）著 河出文庫 ５２０円

本の題名や著者名からもおわかりかと思いますが、筆者は、曹洞宗徳雄山建功寺の住職を
しています。また、お坊さんであると同時に、庭園デザイナーであり、多摩美術大学環境デ
ザイン学科教授でもあります。本を読み始めてから知ったことでしたが、２００６年『ニュ
ーズウィーク』日本版「世界が尊敬する日本人１００人」に選ばれた人物でありました。
上手に片づけられない私は、書店でこの本の題名に惹かれ、その内容のシンプルさと、説

得力に惹かれて購入しました。読み進めていくうちに、自分でもできそうなことがあること
や、また自分の人生が変わるかも知れないという期待が膨らんでいきました。できれば人生
の後半をシンプルに生きたいと思うこの頃であったために、よりすんなりとこの本に入るこ
とができました。私のように片づけ下手な人はもちろん、片づけ上手な人にも読みやすく、
片づける意味付けができる本だと思います。

お知らせ～その１～

〇 ８月７日の関東大会開会式及び授章式時に、本校教諭Ｎ・Ａ先生が「第４５回
関東中学校陸上競技大会功労章」を受賞しました。この功労章は、長年にわたり、
中学生陸上競技の発展に尽力し、その成果が顕著な指導者に授与される、たいへ
ん名誉な章です。Ｎ先生は、赴任した各中学校でずっと陸上競技の指導を行い、
各種大会の運営や多くの実績を上げてきました。そのことが評価されたのだと思います。

校長室だより



お知らせ～その２～

〇 ９月１５日（金）、エコライフ祭実行委員会会長のＷ・Ｙ様から、『焼き
マシュマロ』の売上金１８，０００円のご寄付をいただきました。昼休みに、
校長室で、福祉委員会委員長のＯ・Ａさんが受け取りました。
もともとは、エコライフ祭りで『焼きマシュマロ』を売って、東日本大震

災被災地への義援金にしようという企画に本校も「竹串づくり」という形で
協力したことが始まりでした。実行委員会では、今年からその売り上げを本校に寄付し、使
い道も中学生に任せようということになったとのことでした。
寄付金は、九州豪雨災害の義援金として関係地に送付します。ありがとうございました。

９月６日（水）、表彰式を行いました。おめでとうございます。
全日本卓球選手権大会栃木県予選 １４歳以下女子シングルス 第３位 Ｉ・Ｍ

女子ダブルス 第３位 Ｉ・Ｍ
第４１回関東中学校水泳競技大会 記録証 Ｓ・Ｋ
県総体卓球大会 女子シングルス 第３位 Ｉ・Ｍ
下都賀地区総体卓球大会 男子団体 第３位

〃 男子シングルス 準優勝 Ｆ・Ｃ
〃 男子ダブルス 第３位 Ｆ・Ｃ Ｙ・Ｋ

下都賀地区総体卓球大会 女子シングルス 優 勝 Ｉ・Ｍ
〃 女子ダブルス 優 勝 Ｔ・Ｓ Ｉ・Ｍ

地区中学校総合体育野球大会 代表決定戦 優 勝
総体地区水泳競技大会 女子５０ｍ自由形 第３位 Ｉ・Ｍ

〃 女子２００ｍバタフライ 第２位 Ｓ・Ｋ
〃 女子２００ｍ自由形 第３位 Ｔ・Ｍ

第３９回全日本中学生水の作文コンクール 優秀賞 Ｈ・Ａ
〃 優秀賞 Ｈ・Ｙ

全日本中学生水の作文コンクール 入選 Ｈ・Ｙ
〃 佳作 Ｈ・Ａ

下都賀地区卓球新人強化練習会 男子団体Ａ 第３位
下都賀支部卓球新人強化練習会 男子団体 準優勝

〃 女子団体 第３位
〃 女子シングルス 優 勝 Ｉ・Ｍ
〃 女子ダブルス 優 勝 Ｉ・Ｍ Ｓ・Ｊ
〃 男子シングルス 第３位 Ａ・Ｙ

下都賀支部新人バレーボール強化大会 第３位
下都賀支部新人バスケットボール強化大会 女子 優 勝

〃 男子 第３位
下都賀支部新人野球強化大会 第３位
第５６回県南剣道大会 女子団体 第３位
県吹奏楽コンクール中学校Ａ部門 銅 賞
下都賀地区中学校文化連盟主催生徒作品展覧会 書写の部 優秀賞県出品 Ｉ・Ｍ
少年の主張発表下都賀地区大会 優秀賞 Ｓ・Ｓ

校長室の窓から

〇 ９月２２日（金）、地区新人大会初日、ある部の応援に行ったときのことです。応援が終わ
って次の会場に行こうとしたとき、３人の生徒が肩を寄り添うようにして座っていました。真
ん中には泣いている生徒。両側の生徒が慰めているようでした。試合に負けて泣いているのだ
なと思い通り過ぎました。後ろから叫ぶような声が聞こえました。「でもね、３年の夏でなくて
よかったよ～！」「そうだよ。次に負けなければいいんだよ。」「声が足りなかったんだよ。」
試合では、必ず勝ち負けが決まります。勝ったときよりも負けたときの方が、学ぶことが多

いはずだと思います。あの３人のいるチームの『次』は、必ず強くなっているだろうと思いま
した。


